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Abstract

本研究では,スイバの愛知県における自然集団の性比と,発芽時及び花粉時の性比を調査するとと

もに,減数分裂の観察を行い,性比の偏りがどこから生ずるか明らかにすることを目的とした。その

結果,減数分裂,花粉形成,発芽時,栄養株の各段階における性比が明らかになり,各段階ごとで雌

株に偏ることが分かった。
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I 目 的

スイバ(Rumex acetosaL.)は,春に荒れ地や水田

のあぜ道,道路のわきで花を咲かせ,身近に見ること

のできる雌雄異株の種子植物である。 1923年に,木原･

小野(1923 a, b)によって,雌株では2n=14=12

a+XX,雄株では2n=15=12'a+XYIY2と初めて

この植物の性染色体が発見された。木原・小野(1923

a)では,花粉母細胞の減数分裂の観察を行い,第一

分裂中期における三価染色体の存在を明らかにし,さ

らに栄養株から採取した根端を用い,体細胞の染色体

数を報告した。木原・小野(1923 b )で,性染色体の

存在を明確にし,性比(♀/♂)についての研究も行っ

ている。篠遠(1924)は,木原・小野(1923 a, b)

の研究を再確認するとともに,性染色体の行動や性決

定機構の研究を行った。小野・下斗米(1928)は,倍

数性間性体を見出し,これがスイバの性決定機構解明

の糸口となった。その後,小野(1928, 1930)は,倍

数体及び異数体の研究を行い,染色体の組み合わせと

性決定機構について研究した。同じ頃,竹中(1931)

は倍数性と性発現の研究を,木原･山本(1931),山本

(1933 a, b, 1934, 1935 a, b)が,スイバの倍数

体の研究や地理的分布の違いで様々な核型を示すこと

を明らかにしている。これらの研究により,スイバの

性決定機構が解明され,小野(1935)は,性決定につ

いて総括的な報告を行った。さらに山本(1938)は,

スイバの異数体の研究を行い,余分に加わった常染色

体を分析し,性の表現との関係を明らかにした。その

後,小野は, 1963年,名著「植物の雌雄性」でスイバ

の染色体変異や性比についてまとめた。また,芳賀

(1961)は,スイバの個体間における染色体の形態の

違いを報告している。

1960代後半から1970年代,黒木酉三と栗田正秀は,

染色体の研究を行い,日本の様々な集団から採集した

個体が多様な核型を示すことを明らかにし,染色中心

やY染色体の異常凝縮の性質にういて報告した(例え

ば,栗田・黒木, 1970)。

スイバの研究はその後も続き,内野(1980)は性比

とスイバの分布調査を行い,また,藤島(1980)によっ

ても性比や染色体観察の研究が行われている。現在も,

岩坪美兼によって,性決定機構の研究が行われている

(未発表)。

スイバの自然集団における性比の調査は,日本各地

で行われてきた。木原・小野(1923)によると,京都

市では3.4,仙台市で3.7である。東京都では1.3,茨城

県では2.7-4.6であった(河野, 1974)。内野(1980)

は,福岡県では5.0と報告している。愛媛県では3.1,

鳥取県では4.8,高知県では4.0であった(藤島, 1980)。

外国でも,スイバの性比の調査が行われている。イギ

リスでは0.77-5.55 (Putwain ･ Harper, 1970),ポー
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ランドでは1.33-6.66であった(Zarzycki ･ Rychlews-

ki, 1972)。このようにスイバは日本でもヨーロッパの

集団でも雌株に偏りが見られる。藤島(1980)は,ス

イバの性比は3から4ほどであり,性比の偏りについ

て,「たんなる偶然的なものではなく,性比がかたよる

なんらかの原因(淘汰圧)があったもの」としている

が,まだその原因は明らかにされていない。

そこで,本研究は,自然集団における性比の偏りの

実態を調査するとともに,花粉,種子形成,発芽ある

いは成長のどの段階で性比の偏りが起こるか探ること

にした。

II 方 法

1.野外調査

スイバの雌株には雄しぺを欠く雌花が見られ,雄株

には雌しべを欠く雄花がつく。雌花は雄花に比べて花

が小さく,果実が観察できることや,雄花では手で揺

らすと花粉が散る様子が観察できることもあり,スイ

バの雌雄株は花の外部形態を観察することで容易に区

別することができる。

(1)調査地点

愛知県を緯度・経度により16の区画に区切り,各区

画(12.3km x 15km)1地点以上,計17地点で調査を行っ

た。調査地点は,個体数が集団内に200株程度はあると

予測できる場所を選定した。表1は調査地点を,図1

はそれを地図上に示したものである。なお,区画10で

は2地点で調査を行った。

(2)調査方法

1)雌株と雄株の株数

17調査地点で, 200株程度,スイバ集団内の雌株と雄

株の株数を数え,性比を調査した。

襄1 調査地点

図1 調査地点地図

2)集団における雌株,雄株の分布

スイバ集団内における雌株,雄株の位置を記録した。

(3)調査時期

調査時期は2001年5月である。

2。発芽種子の根端細胞の性比

雌株の染色体は2n=14=12a+XX,雄株は2

n=15=12a+XYIY2であり,染色体数と性染色体の

違いで,種子の性比を調査した。

(1)材料

本実験で用いた種子は, 2001年5月,野生の株から採

集してきた種子である。種子は,野外調査を行った7,

10, 11, 13地点から採集した。種子は果実をつけた状態

で乾燥させ,チャック付きポリ袋で保管しておいた。

種子を発根させるときは,直径9cmのペトリ皿に,

脱脂綿とろ紙を1枚敷き,水を含ませ,ピンセットを

用いて果実を取り除いた種子を100粒ほど等間隔に蒔

いた。ペトリ皿はふたをし,室温内においた。観察に

は5mm~8mmに伸びた根の根端を使用した。

(2)プレパラート作製方法

5皿~8mmほど発根した根端を0.002mol/l 8-オキ

シキノリン液に常温で4時間浸し,前処理を行った。

次いで,根を45%酢酸につけ,冷蔵庫で30分から1時

間牛固定した。60℃の解離液(4%塩酸と45%酢酸を

2:1の割合で混ぜ合わせた溶液)で60秒間解離を

行った。その後,蒸留水で保存した。固定解離処理し

た根端を1~2mm切り取り,2%酢酸オルセインで7

分染色した後,押しつぶした。

3。子葉による相対的DNA含量の分析

材料は, 2003年6月愛知県大府市及び豊明市で採集

した種子を発芽させて,展開した子葉を用いた。

性別が明らかとなっている雌株の葉をフロ｀-サイト

メーターのコントロールに用いた後,サンプルの測定

を行った。

フローサイトメーターは,PA型フローサイトメー

-38-



スイバの性比

ター(Partec社)を使用し,測定方法は, Kato et al.

(2001)に従った。

調査時期は, 2003年12月から2004年1月である。

4。花粉の性比

材料は,愛知県刈谷市,大府市,日進市,豊明市,

瀬戸市,岐阜県土岐市,長野県木曽郡山口村で採集し

た。雄株の開花直前のつぼみから黄色の莉を取り出し

用いた｡約から内容物を取り出した後,蒸留水でシャー

レ内で2度洗浄し,沈殿している花粉細胞を吸い込ま

ないように蒸留水を取り除き, Kato et al. (2001)に

若干の変更を加えて,DNA含量を相対的に測定した。

その後,雌性決定花粉と雄性決定花粉の最頻値を計測

した。

調査時期は, 2002年5月から6月及び, 2003年5月

から7月である。

5。減数分裂及び花粉の観察

(1)減数分裂の観察

材料は,愛知県刈谷市の野外で採集したスイバの雄

株である。雄花のつぼみを採集し,花穂のまま45%酢

酸で固定し,次いで,押しつぶし法を用いて観察した。

岩坪(未発表,本人からの伝聞)によると,スイバの

減数分裂は,午前8時から9時ごろに活発に行われる。

本研究では,午前8時30分に固定した。

(2)花粉の観察

材料は,愛知県刈谷市の野外で採集した雄株である。

開花している雄花の花穂を採集し,軽く振り,スライ

ドガラスの上に花粉をのせ,2%酢酸オルセインで染

色し,軽く押しつぶして観察を行った。

III結 果'

1.野外調査

(1)雌株と雄株の株数

表2は,各地点における雌雄の株数と性比の結果を

表2 雌雄の株数と性比

-

示したものである。

雌株が比較的少なかった10の地点では,雌株130株,

雄株70株で,性比は1.9であった。雌株が比較的多かっ

た11の地点では,雌株179株,雄株21株で,性比は8.5

であった。地域によって性比の偏りに差がみられた。

全調査17地点, 3400株中,雌株は2627株,雄株は773

株であり,雌株の株数が雄株より多かった。性比は3.

4になる。

(2)集団における雌株・雄株の分布

雌株と雄株の分布を調査した。調査地15を図2に示

す。白丸が雌株,黒丸が雄株を示している。雌株の密

度が高いところもあるが,全体に雌株も雄株もほぼ均

等に分布していた。この他の地点の分布の仕方も同様

であった。

↓←←←←←←←←←←←←←←←約30m一一一→→→→→→→→→→→→

図2 調査地15のスイ八分布図(○が雌株,●は雄株)

2L発芽種子の根端細胞の性比

種子の雌雄の区別は,染色体が14本か15本か,及び,

性染色体を確認することで行った。

図3は,雌株の体細胞分裂の中期像である。細胞内

に14本の染色体が観察できる。 14本の染色体のうち,

一番大きく動原体が中央にあり,V形の染色体がX染

色体である。大きさと形態から他の染色体と容易に区

別できる。
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図4 雄株の体細胞分裂中期の染色体

図4は,雄株の体細胞分裂の中期像である。細胞内

に15本の染色体が観察できる。また,性染色体のX染

色体が1本,Y1染色体が1本,Y2染色体が1本,そ

れぞれ観察することができる。X染色体は,雌株と同

様に15本の染色体の中で一番大きくV形の染色体なの

で,他の染色体と容易に区別できる。 Y1染色体とY2

染色体は,X染色体より少し小さく,他の常染色体よ

り大きいので区別が容易である。 Y1染色体とY2染色

体の区別に関しては,動原体がY1染色体は中央にあ

り,Y2染色体は次中部にあるので,この位置を観察す

ることで区別できる。

表3は,発芽時の雌雄の個体数とそこから算定した

性比を示したものである｡株ごとの性比は差がみられ,

性比の偏りが小さいもので2.0,大きいもので2.6で

あった。

合計389株を観察したが,雌株は267株,雄株は122株

で/性比は2.2であった。

発芽時の性比も,雌株に偏りがみられた。しかし,

野外においての栄養株の雌雄の比(3.4)に比べると小

さい値となっている。

表3 発芽時の雌雄の個体数と性比

3。子葉による相対的DNA含量の分析

(1)雌雄の判別観点

図5のように,横軸50と100の位置にグラフのピーク

が現れるものを雌株と判別した。また,図6のように,

横軸の50よりやや大きい値と, DNAが合成されて2

倍になったグラフは,100にかからずグラフができてい

る個体を雄株と判別した。雌雄でグラフのピークの位

置が違うため,区別して測定することができる。

図7は,雌株と雄株の子葉の両方を用いてフローサ

イトメーターでの測定で得られたグラフである。図中

の1,3が雌株を示し, 2, 4が雄株を示している。フ

ローサイトメトリーで雌雄を区別することができた。

DNA content(aibitaiyl山り

図5 雌株のDNA含量

Peak 1 : 2C DNA 含量, Peak 2 :4C DNA 含量

DNA con!eiil(雅一bidiiyiiiiiO

図6 雄株のDNA含量

Peak 1 :2C DNA 含量, Peak 2 :4C DNA 含量

(雌株を内部標準として50に測定値を調整)

Peak 1

Peak 3

DNA content(aibitaiyunit)

図7 雌株・雄株のDNA含量

離株2C DNA 含量, Peak 2 : 雄株2C DNA 含量

離株4C DNA 含量, Peak 4 : 雄株4C DNA 含量

(2)測定結果

表4は,フローサイトメーターでの測定による発芽

時の雌雄の株数と性比である。調査親株1は,発芽率

70.7%で,雌株68株,雄株49株で,性比が1.4であった。

なお,この株では,3倍体が1株見られた。調査親株2

表4 子葉の雌雄の株数と性比
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では,発芽率68.7%で,雌株56株,雄株47株であった。

性比が1.2である。調査親株3の株では,発芽率40.0%

で,雌株37株,雄株26株で,性比が1.4であった。

全283個体中,雌株が161個体,雄株が122個体で,平

均性比は1.3になる。性比を1:1と仮定した時のχ2

検定では,df=1,p<0.05で,雌株に偏る傾向がある。

(3)発芽時の性比についてフローサイトメトリーで

の測定結果と染色体観察の調査結果の比較

スイバの種子を発芽させて染色体観察を行い,性比

を調査した。 389株中,雌株が267株,雄株が122株で,

性比が2.2であった｡その結果とフローサイトメーター

で調査した性比の結果1.3を比べると,同じ発芽時の段

階を調査しているにもかかわらず,性比に差が生じた。

4。花粉の性比

図8は,フローサイトメーターでの測定結果である。

図中の1のピークが雌性決定花粉を,2のピークが雄

性決定花粉を示している。雌性,雄性のある2型の花

0 50 100 150 200 250

DNA conleiil(aibitaiyuiiit)

図8 花粉のDNA含量(1:雌性決定花粉,2:雄

性決定花粉)

粉を区別して測定することができた。

表5は,採集した雄株ごとの雌性決定花粉と雄性決

定花粉の最頻値と性比を示したものである。

性比が高い株(採集雄株12)では,雌性決定花粉37

個,雄性決定花粉19個で,性比が2.0であった。性比が

低い株(採集雄株29)では,雌性決定花粉103個,雄性

決定花粉118個で,性比が0.9であった。

全体で雌性決定花粉4082個,雄性決定花粉3385個で,

花粉段階での性比は1.2であった｡全調査結果について

性比が1:1になると仮定した時のχ2検定では,df=

1,p<0.001で,明らかに雌株に偏っていた。

株によって差があるものの,雌性決定花粉が多いこ

とが明らかになった。花粉の段階でもうすでに性比に

偏りがある。

5。減数分裂及び花粉の観察

(1)減数分裂

1)三価の性染色体(第一分裂中期)

図9は,第一分裂中期の分裂像である。常染色体に

よる二価染色体が六つ,X染色体にY1+y2染色体が

図9 三価染色体

表5 雌性決定花粉と雄性決定花粉の最頻値と性比
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対合した三価染色体が一つ形成されていることが確認

できる。

2)遅滞染色体,染色分体橋(第一分裂後期)

第一分裂後期には,正常な細胞とともに遅滞染色体

や染色分体橋を持つ細胞が1割程度観察できた。図10

は,第一分裂後期の遅滞染色体,染色分体橋を持つ分

裂像である。

図10 遅滞染色体･染色分体橋(A:遅滞染色体,

B:染色分体橋)

3)染色分体橋(第二分裂後期)

図11は,第二分裂後期の染色分体橋を持つ分裂像で

ある。

図11 染色分体橋(第二分裂後期)

第二分裂後期の細胞のうち,正常な細胞と染色分体

橋を持つ細胞を数えた。表6は,第二分裂後期におけ

る染色分休橋の割合を示している。

雄株1で染色分体橋が観察できた細胞は113個中14

個であった。雄花2では, 143個中12個染色分体橋を持

つ細胞が観察できた。雄花によって差があるものの,

10.2%の細胞で染色分体橋が観察できた。

表6 第二分裂後期における染色分体橋の割合

(2)花粉

図12は正常花粉で,図13は異常花粉の顕微鏡写真で

ある。観察の結果,通常の花粉と比べて小型で核をも

たない異常な花粉が形成されていることが分かった。

-

図12 正常花粉(×700倍) 図13 異常花粉(X700倍)

表7は,正常花粉と異常花粉の数とその割合を示す。

異常花粉が多く観察できた雄株6では, 500個中,正常

花粉448個,異常花粉52個で,異常花粉の割合は10.4%

であった｡異常花粉が少なかった雄株4では,500個中,

正常花粉488個,異常花粉12個で,異常花粉の割合は

2.4%であった。全体で2891個中,正常花粉2722個,異

常花粉169個で,異常花粉の割合は5.8%であった。

表7 正常花粉と異常花粉の数とその割合

IV 考 察

本研究より,減数分裂,花粉形成,発芽時,栄養株

の各段階における性比が明らかとなった。スイバの性

比は段階ごとに雌株に偏りがみられる。以下,性比が

偏る要因について考察する。

1.減数分裂から花粉形成にかけて

本研究の調査では,三価染色体は正常に形成される

ものの,第一分裂後期,第二分裂後期に遅滞染色体や

染色分体橋をもつ細胞がともに1割程度観察できた。

花粉の顕微鏡観察で異常花粉が5.8%観察できたこと

や,花粉のフローサイトメトリーによる測定の結果,

花粉の性比は1.2と雌株に偏りが見られたことから,減

数分裂が正常に行われなかったため異常花粉が形成さ

れたと考えられる。異常花粉はおそらく致死し,性比

へ影響することが考えられる。

染色分体橋が生じるのは,染色体に構造変化があっ

たためである。考えられる構造変化には以下のものが

ある。

(1)三価染色体がXY1とY,もしくはXY2とY1

で分離する。

(2)三価染色体のXとY1,XとY2の対合面で,転

座や逆位などの染色体異常がおこる。

(3)6本の常染色体の二価染色体のいすれかで,転

座や逆位などの染色体異常がおこる。

今後,減数分裂第一分裂ディアキネシス期の分裂像
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を観察して,染色体に構造変化が起きているかどうか,

遅滞染色体や染色分体橋が性染色体由来のものである

か常染色体由来のものであるか調査する必要がある。

2。花粉形成から種子形成にかけて

フローサイトメトリーによる花粉の性比は1.2で

あった。子葉の性比はフローサイトメトリーによる測

定では1.3,発芽時の染色体観察では2.2であった。こ

れらを比較すると,花粉の性比の方が,発芽時の性比

より偏りが小さい。よって,性比に偏りができる要因

の一つとして,受精競争が考えられる。

Correns (1928)は,スイバの黛精が起きるとき,雌

性決定花粉と雄性決定花粉の受精力の強弱があること

を示唆している。また,小野(1963)は,「花粉に雌と

雄を決定する2型があり,とくに前者が後者よりその

発芽力と花粉管の成長が早い場合を仮定するど,受精

の結果できる種子の中には当然雌が多く出てくること

が考えられる」と述べている。雄株で形成される花粉

は,n=6a+X,n=6a+YIY2の2通りで,染色

体数はそれぞれ7本と8本である。染色体数の違いに

より,花粉管の伸長速度が異なり,雌株の方が雄株に

比べて形成されやすいことが考えられる。

Correns (1928)は,一方は受粉の際め花粉量を多く

して競争を激しくし,他方は花粉の量を少なくして競

争を弱め,その結果表れてくる性比の差を確かめる実

験を行った。その結果,雄株の出現率は,多量受粉で

は8.92%であったのに対し,少量受粉では30.87%で

あった。 Corrensは,同様の実験をスイバと同じく雌

雄異株の植物であるメラジドリウムでも行っており,

メランドリウムでは雄株の出現率は,多量受粉では31.

65%のであったのに対し,少量受粉では43.78%であ

り,スイバの方が著しい効果があると指摘している。

そこで,「自然の状態で雌株が多いのは多量受粉の結果

とみられる」と小野(1963)が指摘するに至る。スイ

バは,受粉時の花粉の量が少量であれば,多量のとき

よりも雄性決定花粉が雌株の胚珠に到達できる確率が

高くなるといえるようである。

益岡･藤島･清水(1994)は, Correns (1928)の追

試として,スイバの花粉で多量受粉と少量受粉の交配

実験を行い,形態観察と染色体観察で性比を調べてい

る。その結果,少量受粉の場合,性比は1に近いが,

多量受粉では,雌株に偏りが見られると述べ, Correns

(1928)と同様の結果を得ているレまた,スイバの性

比の偏りは,偶然的なものではなく,受精競争と様々

な淘汰圧があるとの指摘をしている。

河野(1974)によると,「Lewis (1942)とDarlington

(1958)は,植物の自然集団の性比が偏る現象は,た

んなる偶然的な結果ではなく,淘汰圧がはたらいてX,

Y染色体をそれぞれもった花粉の花粉管伸長の速度に

分化が生じ,その結果,自然集団の性比がある特定の

割合に維持されているとみなしている。そして,この

ような自然集団の性比が一定の偏りを維持することに

よって,集団としてもっとも高い種子生産に導くこと

が可能である」と述べている。

本研究でも,発芽時の染色体観察の調査。フローサ

イトメトリーでの測定において,採集してきた株ごと

の性比は,多少の差がみられた。このことから,株に

よって受精競争の強弱があることが考えられる。受粉

時の条件がそれぞれの株で異なり,性比に偏りが小さ

いものは少量受粉に,性比に偏りが大きいものは多量

受粉に近かった可能性が高い。今後,種子形成時の性

比を,種子胚そのもので調べ,受精競争が起きている

か追求していく必要がある。 「

受精競争以外の要因として,小野(1963)は,篠遠

の研究を引用して,「スイバ,アサ,カナムグラの花粉

の大きさをはかって二頂曲線分布をえて,これはクロ

マチン量を異にした2型の花粉によるもの」といって

いるが,スイバの雌性決定花粉と雄性決定花粉の染色

体数の違いによって,花粉の重量に差が見られ,花粉

の飛行できる距離に違いが見られることが考えられ

る。そうであれば,仮説として,自然集団の中で,雄

株の近くに生育している雌株は,雄性決定花粉と受精

しやすく,雄株から距離が遠い雌株は,雌性決定花粉

と受精しやすいことが考えられる。花粉の重量の違い

が受精競争を引き起こしている可能性は十分あ,りう

る。今後,2型の花粉と花粉の飛行距離との関係を調

査する必要があると考えられる。

3。発芽時から成長する過程にかけて

(1)発芽時におけるフローサイトメトリーと染色体

観察の結果の差異について

スイバの発芽時の染色体観察での性比2.2,フローサ

イトメトリーでの測定による発芽時め性比1.3と同じ

段階を調査しているにもかかわらず,値に差が見られ

た。発芽時の性比に差が生じた原因として,以下に示

す3点が考えられる。

1)地域差

発芽時の染色体観察を行った種子は,愛知県の額田

郡幸田町,安城市,知多郡南知多町,東加茂郡下山村

で採集した親株を用いた。今回,フローサイトメトリー

で測定した株は,愛知県の豊明市,大府市で採集した

ものである。地域によって差があり,染色体観察とフ

ローサイトメトリーでの測定の値に違いが見られたこ

とが考えられる。

2)年次格差,採集時期の違い

染色体観察は, 2001年5月下旬に採集した種子を用

いて行った。フローサイトメトリーでの測定は, 2003

年6月に採集した種子を用いた。採集年,採集時期が

異なることにより,気温などの環境要因が性比に影響

を与えることが考えられる。
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3)受精競争の強弱

親株によって性比に違いがみられたことから,受精

競争の強弱があることが考えられる。

発芽時の段階で性比に偏りができる要因として,温

度,水,光などの物理的要因,スイバの生息する土地

での他の植物との競争と,畑や水田・道路沿いにおけ

る人為的作用などがあげられる。これらの要因によっ

て,雌雄で発芽率が異なれば,成長したときに性比に

偏りができるはずである。

発芽時の染色体観察とフローサイトメトリーでの測

定で生じた結果の差の原因を明らかにするとともに,

発芽の環境条件を様々に設定し,同一採集株での発芽

時の性比の調査,採集株間における性比の調査を行い,

差が生じれば,その原因を明らかにしていく必要があ

る。年次変化の調査を行う必要もある。

(2)性比の偏る要因

スイバの発芽時の染色体観察での性比2.2,フローサ

イトメトリーでの測定による発芽時の性比1.3,及び自

然集団における性比3.4は,いずれも雌株に偏りがみら

れた。自然集団における性比と発芽時の性比を比較す

ると,発芽時の性比の方が偏りが小さい。このことか

ら,成長する過程に雌雄の育ちやすさに違いがあるこ

とが考えられる。

Zarzycki ・ Rychlewskト(1972)によると,「スイバ

の自然集団から採集した種子でつくった人工集団は,

ほぼ1:1の性比を示す。しかし√1シーズン後には,

性比がほぼ2:1になるという」と述べ,また,「スイ

バの場合,栽培する個体密度が高いほど,性比の偏り

がはっきりすると報告されている(河野, 1974)。

Putwain ･ Harper (1970)は,自然集団で性比が偏る

原因として,スイバの場合はとくに雌雄個体間の年成

長生活環,生育構造の相違,再生産システムreproduc-

tive system の相違をあげている。」と述べている(河

野,11974)。スイバは成長していく中で,自然淘汰や人

為淘汰といった淘汰圧が働き,スイバ集団内の性比に

偏りができるといえる。

スイバの生息する土地は,農耕作業で土地が耕され

たりすることで生育環境が変わることもありうる。ス

イバは酸性土壌の指標生物であり,何らかの原因で土

壌pHが変化した場合,淘汰圧がかかり生息に影響し

ている可能性もある。発芽から成長するまでの発育調

査を行う必要がある。

V ま と め

スイバは,花粉,種子の発芽時,栄養株の段階で雌

雄株の性比が異なることが明らかになった。性比の偏

る要因として,減数分裂の異常,受精競争,雌雄の発

芽のしやすさの違い,淘汰圧,地域差などが複雑に影

響していることが考えられる。
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